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お知らせ

腰の故障でしばらく試合から遠ざかっていた立川は約 1年振り

となる再起戦だった。前回の試合はサウスポーに転向したが、

何もできずに終わってしまった。試合が決まった立川は『早く

試合がしたい。楽しみだ』と自信とハートの強さが滲み出てい

た。それもそのはず、ロードワークやダッシュで下半身を徹底

的に強化し、出稽古でのスパーリングでは格上の選手を相手に

実践も仕上げてきたからだろう。気になる腰痛も伊藤先生が入

念に体のケアをしてくれたおかげでほぼ解消した。そんな立川

は４回戦では異例の入場曲入りで登場した。リングに上がって

も緊張した表情は一切ない。第１ラウンド開始。立川は久しぶ

りの試合を楽しんでるかのようで、パンチも良く見えている。

相手の谷田部隆士選手（１０カウント）は長身にもかかわらず

ファイター型でテクニックもあったが、決定打はなく第１ラウ

ンドが終了した。田中トレーナーと２ラウンド目でＫＯをする

と約束していた立川だが、この回、予定通り倒しにかかった。

　　　少々大振りが目立ったが得意の左フックが谷田部選手の

　　　顔面をヒットし、膝から崩れ落ちた。なんとか立ち上が

　　　った谷田部選手だったが、立川の猛ラッシュになすすべ

　　　なく堪らず打ちこまれ、ここでレフェリーストップ。

　　　予告通り２Ｒで倒した立川は右こぶしを高々と上げ勝利

　　　者のコールを手にした。来年は新人王を目指し、さらな

　　　る進化を期待したい。

立川雄亮 予告通り２Rで仕留める

◆忘年会◆

2011 年 12 月 17 日 ( 土 )17 時より

ジム近郊にて忘年会を開催します。

◆年末年始休業のお知らせ◆

2011 年 12 月 30 日から 2012 年 1月 3日まで

年末年始休業とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　MG　田中　圭

堪らずダウンした谷田部選手

↑頭を下げて詰めてくる谷田部選手に距離を取った立川　　　  ↓２Ｒ中盤、左の返しフックが谷田部選手の顎を直撃


